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デュエリスト
8人中5人
Top 8のイタリア人

8人中3人
Top 8のAngelechy

1-2

イタリア人同士の決勝

デッキ別のTOP 8

順位上位8人のデッキ系統

Angelechy 3

Elfnote 2

Artmage 1

Light and Darkness Ritual 1

非公開 1

ygoprodeck.comより。Top 8は暫定、Konamiはトップカットを想定していない。

TOP 8の国別

ygoprodeckの記載による国籍

イタリア 5

英国 2

記載なし 1

決勝と、上位8枠のうち5枠をイタリアが占める。

I TALIAN OPEN、TOP 8

順位 プレイヤー 国 デッキ / チーム

1 Diego Ganzerli イタリア Angelechy

2 Mirko Crosta イタリア Elfnote

3-4 Jake Stojanovic 英国 Angelechy

3-4 Lu Zibo 記載なし Artmage

5-8 Josh Kelly 英国 Light and Darkness Ritual

5-8 Leonardo Sacchetti イタリア Angelechy

5-8 Alessandro Boniolo イタリア Elfnote

5-8 Filippo Cusin イタリア 非公開



決勝のスコアとTop 8より下の順位は非公開。ygoprodeckにCusinのデッキとLu Ziboの国籍の記載なし。Top 8は大会規定(Tier 2)と整合。暫
定データ。

トリビア

· Ganzerliは2度目のItalian Open優勝を別のデッキで達成:2024年はSnake-Eye、2026年はAngelechy。
· Crostaは、ygoprodeckが彼の名前で記録する初めての上位8入り。
· 世界大会の準優勝者Kellyはヨーロッパを巡っている:9月のロンドンに続き、BussolengoでもTop 8。
· Konamiのページは「土曜日」と記しているが、2026年10月18日は日曜日:日付はygoprodeckのもの。
· Konamiはトップカットを「N/A」としているが、Tier 2の規定(Policy v2.5)ではTop 8を行うことになってい
る:大会ページは更新されていないテンプレートのようだ。

出典：順位とデッキはygoprodeck.com(大会5201)、選手の経歴はygoprodeckのプロフィール(2026年10月31日閲覧); プログラム、会場、フォーマット、賞品
はyugioh-card.com(2027 Italian OPENのページ、Beyond The Brave Season); 2026年9月21日の禁止・制限リストはyugioh-card.com。Top 8は暫定:
Konamiはトップカットなしと表示。Cusinのデッキ、Lu Ziboの国籍、スコアは非公開。終了時刻は推定。; ygoprodeck.com/tournaments/by-
player/Filippo+Cusin と /Lu+Zibo(国籍と成績、2026年10月31日に再確認); yugioh-card.com(Tournament Policy v2.5、Tier 1と2のTop 8)。新たな検索
(YouTube、X、Facebook、イタリアのサイト)の後も、決勝のスコア、Cusinのデッキ、Lu Ziboの国籍は見つかっていない。
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